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実施位置（鵡川河口）鵡川高校は、地域の自然環境や歴史を学び、地域の課題の発見や解決能力を身につけることなど
を目的として、平成２９年度から学校設定科目として新たに「むかわ学」を導入しています。その
一つである「むかわの自然環境」では、鵡川河口干潟をテーマに、河口干潟の保全・再生に関する
様々な活動を実施している「ネイチャー研究会in むかわ」の小山内恵子会長が講師をしています。

平成３０年６月２１日（木）は、６月１３日の講義に続いて巡検（フィールドワーク）が行われ
ました。室蘭開発建設部では、防災教育（鵡川の概要、洪水、干潟河口）についての説明や、河川
協力団体「ネイチャー研究会in むかわ」とともに、渡り鳥の餌となる干潟にすむゴカイ調査と水質
調査のサポートを行いました。当日は、あいにく小雨となり、寒い中での現地体験となりましたが
、鵡川高校１年生５４人は、人工干潟で泥まみれになりながらゴカイを探したり、水質パックテス
トで鵡川の水質の確認を行うなど、干潟の重要性などを学びました。今後もさらに学びを深めてい
くとのことです。

室蘭開発建設部は、地域を支える子供たちに向けて、地域の財産である自然豊かな鵡川を理解し
大切にすることや、川を守る活動の大切さなどを伝え、理解を深めてもらうことで、地域づくりの
人材育成につながるように取り組んでいます。

「ネイチャー研究会inむかわ」からの説明 ゴカイ調査

室蘭開発建設部職員の話を
熱心に聞く生徒たち

「季節や気候などで変化する自然環境の中で、
私たちは暮らし、生き物たちが鵡川にたくさん
生息しています！」

鵡川河口干潟で鵡川高校のカリキュラム「むかわ学Ⅰ」をサポートしました！
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